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Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
す
す
め

　

最
近
、
新
潟
中
越
地
震
、
能
登
半
島

沖
地
震
、
中
越
沖
地
震
と
続
け
て
大
型

地
震
が
わ
が
国
を
襲
っ
て
い
る
。
新
潟

中
越
地
震
は
２
０
０
４
年
10
月
23
日
17

時
56
分
に
発
生
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
８
、
小
千
谷
、
長
岡
市
な
ど
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
能
登
半
島
沖
地

震
は
２
０
０
７
年
３
月
25
日
、
９
時
41

分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９
、
そ
し

て
今
年
の
７
月
16
日
10
時
に
発
生
し
た

中
越
沖
地
震
は
柏
崎
市
な
ど
を
直
撃

し
、
原
子
力
発
電
所
に
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
東
海
、
南
海
、
東

南
海
地
方
で
は
過
去
約
80
～
１
５
０
年

周
期
で
繰
り
返
し
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
地

震
発
生
の
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
更
に
東
京
を
中
心
と
し
た
関
東

地
方
で
も
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ

ス
の
「
首
都
直
下
地
震
」
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
切
迫

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

大
型
地
震
に
お
い
て
は
、
個
人
ば
か

り
で
な
く
企
業
も
大
き
な
被
害
を
受

け
る
。

　

企
業
の
被
災
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

新
潟
中
越
地
震
に
お
け
る
三
洋
半
導
体

製
造
新
潟
工
場
（
旧
新
潟
三
洋
電
子
）

で
あ
る
。

　

会
社
は
震
源
地
に
近
い
新
潟
県
小
千

谷
市
に
あ
り
、
建
物
や
生
産
設
備
の
一

部
損
壊
等
に
よ
り
地
震
発
生
以
降
、
操

業
を
中
断
し
た
。

　

従
業
員
１
５
０
０
人
の
殆
ど
が
被
災

し
、
余
震
が
落
ち
着
い
た
11
月
上
旬
か

ら
復
旧
作
業
を
進
め
、
操
業
再
開
に

２
ヵ
月
を
要
し
た
。

　

同
社
の
発
表
に
よ
る
と
、
設
備
被
害

４
０
０
億
円
、
販
売
減
な
ど
の
損
失
を

入
れ
る
と
７
０
０
億
円
に
達
す
る
損
害

で
あ
っ
た
。

　

中
小
企
業
の
被
災
は
も
っ
と
深
刻
で

あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
神
戸

の
代
表
的
地
場
産
業
で
あ
る
ケ
ミ
カ
ル

シ
ュ
ー
ズ
業
界
が
壊
滅
状
態
に
な
っ

た
。

　

日
本
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
工
業
組
合

（
神
戸
市
長
田
区
）
の
統
計
で
は
平
成

６
年
の
売
上
は
６
８
４
億
円
、
震
災
の

あ
っ
た
平
成
７
年
は
２
８
５
億
円
と
約

60
％
減
少
。
し
か
し
平
成
18
年
に
は
約

５
０
０
億
円
に
復
興
し
て
い
る
、
一
方

で
組
合
員
は
平
成
６
年
２
２
６
社
か
ら

平
成
18
年
は
１
２
５
社
と
約
半
減
し
、

地
震
を
契
機
と
し
て
業
界
の
構
造
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
　

　　

地
震
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
始
め
と

す
る
各
種
の
災
害
リ
ス
ク
に
対
し
て
、

事
業
継
続
を
目
的
と
し
た
経
営
計
画
が

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ン
（
事
業
継
続
計
画
））

で
あ
る
。
平
成
18
年
２
月
に
中
小
企
業

庁
が
発
表
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針

に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
「
企
業
が
自

然
災
害
、
大
火
災
、
テ
ロ
攻
撃
な
ど
の

緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
、
事
業
資
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　視　　点
産
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、

中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ
る
い
は
早

期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
、
平
常
時

に
行
う
べ
き
活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る

事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段
な
ど

を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
」
を

い
う
。

　

災
害
は
企
業
に
と
っ
て
経
営
上
の
大

き
な
リ
ス
ク
で
あ
り
、
こ
の
リ
ス
ク
を

そ
の
ま
ま
被
っ
た
場
合
、
顧
客
の
信
用

を
失
い
、
従
業
員
を
解
雇
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
最
悪
の
場
合
、
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
リ

ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
経

営
の
課
題
で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
と
言

え
る
。　

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

右
図
の
よ
う
に
企
業
に
と
っ
て
重
要
な

事
業
を
廃
業
や
事
業
縮
小
す
る
こ
と
な

く
、早
期
に
復
旧
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
防
災
対
策
か
、
と
言
う
質

問
を
よ
く
聞
く
。
防
災
対
策
の
目
的
は

人
命
の
安
全
や
資
産
の
保
全
に
あ
り
、

内
容
と
し
て
耐
震
、
耐
火
、
転
倒
防
止

な
ど
の
事
前
準
備
と
被
災
後
の
復
旧
対

策
が
主
た
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
に
対

し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
中
核
事
業
の
継
続
計
画

が
中
心
と
な
り
、
防
災
対
策
を
含
ん
だ

概
念
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　

平
成
18
年
晩
秋
に
、
某
工
業
団
地
の

皆
さ
ん
と
、
中
越
長
岡
市
の
新
潟
醤
油

協
業
組
合
を
訪
問
し
、
被
災
後
の
事
業

継
続
な
ど
の
話
を
伺
っ
た
。

　

協
業
組
合
は
昭
和
47
年
に
新
潟
県
長

岡
市
十
日
町
に
醤
油
生
産
を
協
業
す
る

18
社
が
出
資
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
平

成
16
年
10
月
23
日
、
震
度
６
弱
の
地
震

が
組
合
の
工
場
を
襲
っ
た
。
倉
庫
内
の

製
品
が
多
数
棚
か
ら
落
下
し
、
醤
油
の

入
っ
た
一
升
瓶
の
ガ
ラ
ス
が
倉
庫
内
に

飛
散
し
た
。
又
、
ボ
イ
ラ
ー
室
の
熱
交

換
器
が
傾
き
、
ボ
イ
ラ
ー
に
醤
油
が
入

り
使
用
不
能
と
な
っ
た
。
製
品
タ
ン
ク

の
中
に
は
天
井
が
落
下
し
た
も
の
も

あ
っ
た
。
又
、
塩
ビ
配
管
の
切
断
に
よ

る
被
害
も
大
き
か
っ
た
。

　

地
震
が
あ
っ
た
の
は
土
曜
日
で
、
当

日
は
宿
直
１
人
の
み
が
出
社
し
て
い

た
。翌
日
に
は
５
人
の
社
員
が
出
社
し
、

安
否
確
認
を
行
っ
た
が
、
電
話
が
通
じ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
苦
労
し
た
。

特
に
激
震
地
区
の
１
人
の
確
認
が
遅
れ

た
。
社
員
は
30
人
で
被
災
し
た
者
も
多

く
、
全
員
が
揃
っ
た
の
は
地
震
か
ら
２

週
間
後
で
あ
っ
た
。

　

物
は
破
損
し
た
も
の
の
、
設
備
の
大

き
な
破
壊
は
無
か
っ
た
の
で
２
週
間
後

に
は
応
急
措
置
で
生
産
再
開
で
き
た
。

そ
の
後
２
ヶ
月
で
安
全
に
使
え
る
状
況

ま
で
復
旧
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
震
災
を
機
に
、
小
千
谷

市
で
味
噌
・
醤
油
の
製
造
販
売
す
る
山

崎
醸
造
の
醤
油
生
産
が
組
合
に
移
管
さ

れ
た
。
山
崎
醸
造
は
県
下
有
数
の
醸
造

業
者
で
あ
る
。
地
震
の
直
撃
を
受
け
、

味
噌
・
醤
油
工
場
は
倒
壊
し
、
生
産
継

続
を
続
け
る
べ
き
か
ど
う
か
の
分
か
れ

道
に
い
た
。
経
営
者
は
社
員
74
人
の
う

ち
、
34
人
を
リ
ス
ト
ラ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
山
崎
醸
造
の
醤
油
事
業

継
続
の
た
め
に
、
生
産
を
組
合
で
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
余
剰
人
員
の
一

部
も
組
合
で
引
き
受
け
た
。
現
在
で
は

醤
油
生
産
の
60
％
は
山
崎
醸
造
向
け
と

な
っ
て
い
る
。

　

客
先
へ
の
出
荷
は
出
荷
量
の
大
き
さ

な
ど
に
応
じ
て
優
先
順
位
を
つ
け
て
出

荷
し
た
。
地
元
以
外
の
客
先
で
他
か
ら

も
納
入
可
能
な
と
こ
ろ
は
出
荷
を
断

わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

一
般
的
に
中
小
企
業
は
災
害
リ
ス
ク

に
対
し
て
無
防
備
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
無
い
企
業
も

多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

中
小
企
業
の
場
合
、
生
産
拠
点
も
在

庫
倉
庫
も
１
ヶ
所
で
災
害
時
に
在
庫
や

生
産
設
備
の
代
替
が
な
い
こ
と
が
多
い

た
め
、
事
業
継
続
計
画
が
作
成
し
に
く

い
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
企
業

同
士
が
助
け
合
い
、
経
営
資
源
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
事

業
継
続
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

経
営
者
の
肩
に
は
お
客
の
期
待
や
従

業
員
の
生
活
が
掛
か
っ
て
お
り
、
こ
の

た
め
に
も
災
害
に
無
防
備
に
立
ち
向
か

う
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
。

　

ぜ
ひ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
検
討
す
る
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

安
藤　

孝
）

新
潟
醤
油
協
業
組
合

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
勧
め




